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電力システムは安全かつ安心な社
会を支えるエネルギー供給・流通
の基盤である。当研究室では、低
炭素社会の実現を念頭に置き、分
散電源を融合した障害回復力のあ
る電力システムの構築を目指して
以下の基礎的な研究を進めている。
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多様なエネルギーの合流空間「電力ネットワーク」

主な研究テーマ

１．同期計測に基づく電力システムのリアルタイム安定度監視

高品質な電力を安定に輸送するため
には、電力システムの広域的リアル
タイム監視が重要である。当研究室
では東北電力(株)と協同で、多地点
同期計測を活用したリアルタイム固
有値推定法を研究している。

多地点同期計測技術による大規模
電力システムの同定

擬似負荷モデル導入による効率的
なワイドエリアモニタリング

回帰モデルを応用した安定度予測
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将来の配電ネットワークには分
散型電源や電気自動車などの分
散エネルギー資源が多数接続さ
れると考えられる。これらの分
散エネルギー資源を送電ネット
ワークの混雑管理、需給平衡維
持に活用することを考え、モバ
イルエージェントを用いた分散
エネルギー資源の管理・制御方
法について研究を行っている。

モバイルエージェントによる
分散エネルギー資源の管理と群
制御

エージェント間の協調による
最適運用計画
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２．エージェントを応用した分散エネルギー資源の最適運用

３．周波数変動の抑制を目的とした風力発電機群の解列制御

多数の風力発電機が電力系統に連
系された場合、風力変動により系
統周波数が動揺し、電力品質の低
下を招くおそれがある。その場合、
系統周波数を安定化しつつ、風力
発電出力を著しく減少させないよ
うな風力発電機の解列制御法を研
究している。

◆風力発電出力と系統周波数の相
関に基づく解列制御
◆風力発電出力の乱れを利用した
解列風力発電機の選定

・・
・

・・・

f∆

µ
στ

平均出力

標準偏差
乱れ =

乱れ小
乱れ大

w
in

d 
sp

ee
d(

m
/s)

time(s)
0 50 100 150 200

0

5

10

15

20

el
ec

tri
c 

ou
tp

ut

www.ecei.tohoku.ac.jp/Laboratory/index.cgi?NAME=saito&LANG=j斎藤研究室


